
                                                       

    ≪十二月三日今年のノーフェンス集会≫  
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    �Ô�Ì   	G�Ë�D�~�Ô（土）（二〇一一年）午後一時～午後四時十五分 
  	Ô	t   人権ライブラリー（港区芝大門、人権教育啓発推進センター  地図参照）  

   
    �º�0   ■DVD 録画上映 （ヨドック収容所、姜哲煥氏証言 各一五分）     

           ◆アムネスティーの強制収容所報告と収容所閉鎖運動  
         講師 若林 秀樹さん（アムネスティー日本支部事務局長） 
           ◆「北朝鮮の人道犯罪阻止国際 NGO 連合」ICNK の結成まで    
         講師 土井 香苗さん（ヒューマンライツ・ウォッチ日本支部代表） 
            =ノーフェンスからも報告= 

           ◆強制収容所と日本人拉致の接点   
                  報告 宋 允復（ノーフェンス 事務局長） 
 	 � �5  ノーフェンス（北朝鮮強制収容所をなくすアクションの会）  
                      （代表 砂川昌順、小沢木理）  

 

所在地  東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 

電話番号   03-5777-1802 

最寄駅   JR 線浜松町駅(南口改札から徒歩 7～8 分) 

都営三田線芝公園駅(A3 出口から徒歩 3～4 分) 

都営大江戸線・浅草線大門駅(A3 出口から徒歩 4～5 分) 
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北朝鮮当局が犯している人道犯罪は沢山ありますが、その最大のものは山の中の強制収

容所とそこでの人権蹂躙です。今年北朝鮮の人権改善に向けて、大きな出来事が二つあり

ました。 
一つは、アムネスティー本部が五月三日、北朝鮮強制収容所に関する調査報告を発表し、

八月に日本支部がその閉鎖を求めるハガキ運動を始めたことです。今年はアムネスティー

創立五十周年と聞きます。 
今一つは、去る九月八日、世界の三大人権 NGO（AI アムネスティー・インターナショ
ナルと HRW ヒューマンライツ・ウォッチと FIDH 国際人権連合注参照）を中心に四〇の
NGOが結集し、「北朝鮮の人道犯罪阻止国際NGO連合」（ICNK）を結成したことです。 

NO FENCEノーフェンスとしてもこんなにうれしい出来事はありません。 
今回の集会の主眼は、この二つの出来事の意義を考えるにありますが、中心になってい

る二つの NGO が過去において見るべき取り組みをしてきたことも、この機会に確認した
いと思います。アムネスティーについては、一九七四年のアリラメダとジャック・セディ

ヨ救出運動以来の取り組みがあり、ヒューマンライツ・ウォッチはその前身であるアジア・

ウォッチが一九八八年十二月にミネソタ弁護士会と一緒に今もそれを越えるものがない優

れた北朝鮮人権報告書（『北朝鮮の人権』）を出していることです。このような取り組みが

あって、今年の二つの快挙が実現したのです。お二人の講師には、表題のほかに、これら

のことにも触れていただければと思います。 
 主催するノーフェンスとしては、今大きな関心を呼んでいるヨドック収容所で日本人女

性を見たという証言の意味する所を報告します。 
北朝鮮人権問題がなかなか解決しない難しさ（＋その他の理由）に基づく“無関心”は、

ここ十数年の取り組みの蓄積により、今漸（ようや）く打破されようとしています。 
 来る十二月三日は、二つの世界的な NGO の日本支部を引っ張るお二人のお話を聴き、
ノーフェンスからの報告も申し上げ、強制収容所廃絶という課題達成のために来年に向け

決意を新たにする日にしたいと思います。年末のお忙しい時期ではありますが、ぜひお出

かけ下さい。できれば今年のこの快挙を伝えたい友人もさそって下さい。心からお願い申

し上げます。 
  
 
 
 注 FIDH 国際人権連合 International Federation for Human Rightsの仏語の略 
    本部はパリ、１９２２年に設立。現在百ヵ国以上にわたり１６４団体参加。世界で最も古

い国際人権 NGO。ウィキペディア参照のこと。 

 


